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噛
，
F
、
9
、
動
詞
の
前
綴
α
q
①
人
ひ
q
ご
に
關
す
る
メ
モ
’
《
国
Φ
嵩
き
α
》
に
現
わ
れ
た
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
早
　
班
　
東
　
三
　
動
詞
の
前
綴
σ
q
Φ
－
が
も
と
も
と
一
日
O
Φ
陳
①
吋
寓
く
な
動
詞
を
b
霞
h
o
犀
鉱
く
な
も
の
に
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
多
く
の
文
法
家
の
こ
の
黙
に
關
す
ゐ
記
述
は
き
わ
め
て
大
量
に
の
ぼ
り
、
紹
介
す
る
の
も
不
可
能
な
ほ
ど
で
あ
る
が
、
先
ず
一
二
の
興
味
あ
る
も
の
を
引
い
て
み
よ
う
。
0
9
°
・
で
は
上
記
の
機
能
の
範
園
内
で
σ
q
①
－
の
用
い
ち
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
恣
意
的
に
拾
つ
・
た
次
の
二
つ
の
文
例
で
は
、
　
涛
ρ
巳
ヨ
9
口
房
南
”
，
葺
こ
僧
団
口
”
・
（
帖
き
．
ミ
ミ
ぎ
§
§
§
§
匙
き
蕊
題
恥
§
載
§
黛
き
§
）
（
］
≦
け
Q
。
矯
『
）
　
鰐
ω
δ
ω
出
げ
貯
骨
効
ρ
三
ω
ユ
曽
昌
q
ω
蝕
∀
冒
掌
畠
昌
瞬
器
言
尋
冨
屋
自
ω
”
（
§
ミ
織
〔
＆
ミ
〕
魁
ミ
＆
蓋
笥
ら
曽
題
き
乳
o
匙
ミ
富
切
き
9
、
“
蒔
恥
鴇
偽
討
　
亀
ま
無
～
y
（
一
U
口
犀
゜
　
り
魍
　
ト
り
切
）
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
と
な
つ
て
お
り
、
一
見
前
者
は
h
暮
¢
同
δ
o
げ
に
、
後
者
は
O
窪
h
①
犀
鉱
く
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
げ
9
。
崖
簿
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
．
．
ぎ
ミ
§
．
．
で
あ
り
、
こ
の
場
合
「
の
σ
q
g
－
は
「
偽
題
ミ
謡
匙
な
状
態
に
い
た
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
」
の
意
と
見
て
よ
い
。
ぼ
σ
q
Φ
『
達
U
巴
は
、
、
H
ヨ
O
O
け
゜
犀
o
ヨ
筥
け
悶
偉
け
口
円
毎
8
9
3
ω
o
げ
円
虫
げ
口
昌
o
q
昌
信
目
ω
①
げ
同
く
①
嚇
Φ
一
旨
N
Φ
一
け
く
o
『
…
　
ぐ
『
直
一
h
＝
p
　
び
Φ
昌
ロ
け
N
け
　
N
ロ
邑
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
毛
δ
畠
Φ
擁
σ
q
9
げ
o
α
Φ
ω
σ
q
ユ
Φ
o
げ
゜
司
暮
β
『
ロ
目
の
げ
似
信
口
α
q
a
Φ
日
詳
偽
黛
－
〈
Φ
同
ω
o
げ
Φ
ロ
o
℃
H
厭
ω
Φ
昌
ω
h
o
同
目
α
①
ω
゜
＜
o
弓
げ
ω
…
、
．
と
述
べ
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
『
q
？
（
α
q
　
，
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
五
’
’
’
ら
’　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
ゆ
q
？
（
印
q
一
・
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
三
四
六
て
い
る
が
、
σ
q
甲
げ
9
三
9
は
ぎ
島
゜
℃
鼠
ω
．
ω
σ
q
°
H
°
に
σ
q
㌣
の
付
さ
れ
た
形
で
あ
つ
て
、
U
巴
の
説
明
に
鷹
ず
る
例
で
あ
る
。
ま
た
ω
互
∀
冨
昌
は
．
．
鶏
建
ミ
偽
§
．
”
で
あ
り
、
σ
q
甲
を
件
う
と
．
．
＆
譜
S
．
、
の
意
に
韓
じ
て
い
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
（
從
つ
て
．
．
累
ミ
・
慰
認
w
）
・
豊
Φ
゜
F
の
婁
δ
昌
ω
艮
の
問
題
髪
え
及
ぶ
ま
で
も
な
文
・
2
目
゜
以
來
σ
q
？
は
・
・
ゆ
塁
ぎ
。
σ
・
葺
田
。
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
言
§
o
画
雪
》
げ
ω
o
巨
β
し
。
Ω
o
吋
団
9
昌
巳
ロ
昌
σ
身
、
．
を
與
え
る
こ
と
は
上
の
二
例
か
ら
竜
推
察
出
來
る
し
、
「
…
す
る
に
い
た
る
」
と
い
う
置
゜
’
°
受
從
つ
て
置
Φ
匪
く
な
意
味
鯖
い
ら
れ
る
宣
且
ω
9
の
概
綿
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
の
σ
・
甲
も
了
蟹
來
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
旗
な
σ
q
①
－
の
機
能
は
》
げ
9
や
竃
げ
α
．
に
お
い
て
も
な
お
存
績
し
た
。
ζ
げ
♀
ω
感
ロ
（
物
譜
討
鳴
§
）
“
併
q
㊥
ω
け
ぎ
（
物
皆
討
゜
。
譜
書
番
N
禽
鍵
蕊
）
の
ご
と
き
例
、
．
、
冒
ω
信
＃
び
肋
β
ロ
ω
の
ゆ
口
α
島
豊
o
け
国
o
q
ρ
ロ
昌
N
（
H
ミ
恥
）
言
げ
言
仁
＝
Φ
賊
α
9
0
ω
帥
o
q
Φ
、
．
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
、
、
α
①
ω
σ
目
ぎ
α
q
Φ
言
げ
9
0
げ
零
o
＝
昌
口
Φ
讐
①
ω
一
巴
α
q
o
』
①
答
9
．
、
の
ご
と
き
例
、
そ
し
て
一
方
で
は
完
全
に
℃
Φ
焦
o
吋
自
く
と
目
さ
れ
る
一
部
の
動
詞
を
除
い
て
は
す
で
に
》
げ
窪
の
可
成
早
く
か
ら
σ
q
①
－
は
過
去
分
詞
前
綴
ど
し
て
用
い
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
質
は
》
ω
゜
に
お
い
て
も
大
差
は
な
い
と
さ
れ
て
來
た
。
以
下
順
を
追
つ
て
観
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
、
過
去
分
詞
に
m
q
幣
を
付
さ
ぬ
動
詞
群
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
白
゜
切
憎
9
ロ
づ
①
の
報
告
に
よ
れ
ば
》
ゲ
血
゜
に
お
い
て
は
、
げ
甑
昌
σ
q
p
ジ
h
ぼ
α
p
ユ
P
ρ
ロ
α
目
9
口
り
言
α
鴇
節
P
ミ
曾
q
9
昌
が
過
去
分
詞
に
σ
q
Φ
－
を
件
わ
な
か
つ
た
。
］
≦
げ
q
．
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
上
記
の
動
詞
の
ほ
か
に
邸
N
o
昌
”
一
冠
①
昌
（
．
．
恥
§
肉
§
譜
晦
罫
恥
§
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）
の
意
の
場
合
）
、
話
法
」
の
助
動
詞
的
用
法
の
げ
o
お
9
°
ず
げ
o
昌
な
ど
が
や
は
り
σ
Q
Φ
，
な
し
で
過
去
冴
詞
を
造
つ
た
。
こ
れ
ら
の
動
詞
は
そ
れ
が
O
①
晃
o
犀
自
く
な
動
詞
が
あ
る
た
め
σ
q
o
－
を
付
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
一
鷹
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
》
ω
゜
で
は
こ
の
よ
う
な
種
類
に
屡
す
る
動
詞
と
し
て
、
’
’
．
●
ノ
●
自
『
一
昌
犀
鋤
旨
（
§
ぎ
）
聾
巳
・
・
（
為
ミ
遷
）
・
．
h
臥
・
ぎ
．
（
・
ミ
婁
）
℃
ま
α
三
ミ
・
§
；
蜜
三
ミ
鳶
§
）
糟
喜
・
ぎ
（
雫
§
嘱
§
）
』
毒
弩
（
ぎ
§
§
鴨
§
）
ま
・
曾
（
、
。
§
）
b
器
σ
・
ぎ
昌
（
§
偽
§
）
噂
自
践
き
（
ミ
ミ
§
）
鴇
．
巨
巳
弩
（
§
ミ
§
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
正
確
に
は
《
口
⑪
嵩
9
臥
幽
》
中
に
現
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
動
詞
の
過
去
分
詞
形
は
何
れ
も
σ
q
？
を
俘
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
云
ヶ
ま
で
庵
な
く
び
民
Φ
”
o
q
凶
9
。
詳
σ
q
o
び
鋤
P
艮
日
効
口
も
こ
の
群
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
動
詞
な
の
で
あ
る
が
、
《
頃
①
鵠
曽
昌
α
》
に
は
そ
の
過
去
分
詞
形
が
見
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
は
σ
q
①
－
を
件
つ
て
の
み
現
わ
れ
て
い
る
。
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ロ
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あ
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ロ
○
…
夢
讐
路
自
巴
び
舜
。
α
り
＼
穿
琵
。
撃
脅
。
ヨ
。
巴
b
。
8
ω
－
・
。
o
課
（
°
・
。
§
鳶
§
恥
§
§
ミ
ミ
ミ
ミ
§
忍
ミ
§
神
§
　
　
　
　
（
9
）
　
甘
富
ミ
）
ー
簿
α
《
Φ
同
窪
β
⊃
一
な
例
し
が
現
わ
れ
て
い
な
い
。
‘
9
憂
ω
歪
藝
h
臨
g
露
・
・
。
α
・
・
＼
旨
巳
導
冨
竃
§
①
雪
（
§
・
龍
、
§
聖
・
ミ
ミ
．
o
ミ
跨
晦
へ
§
職
§
§
§
）
9
冨
三
冨
豪
自
§
・
ぴ
・
一
爵
茸
・
甕
襲
器
襲
（
織
§
§
こ
ミ
さ
§
こ
§
§
こ
帖
登
、
§
）
9
§
げ
互
・
；
5
量
鼠
・
ω
幽
゜
・
衰
§
§
韓
ミ
ミ
心
§
ミ
）
N
鐘
巴
器
・
§
・
募
蚕
・
・
蕊
（
き
罫
ミ
馬
蕊
ミ
ミ
ミ
鷺
ミ
葛
§
）
　
　
　
　
°
　
・
0
9
“
§
ω
h
碧
勺
。
暮
8
ご
巳
①
＼
8
ゆ
ω
奮
ぎ
崖
詳
切
§
凸
H
。
。
。
（
穿
§
・
題
ミ
ミ
唄
賠
§
、
ミ
§
§
忌
討
ミ
寒
　
の
ミ
§
§
帖
）
○
ゴ
葺
碧
ぎ
O
α
ω
喜
；
①
巨
言
夢
①
ω
Σ
§
葺
山
巨
窟
゜
・
Φ
㎝
－
°
・
㊤
゜
（
§
§
ミ
コ
“
ミ
寒
ミ
§
　
　
き
鳶
鷺
ぎ
§
§
§
）
〔
9
・
巳
毒
・
・
σ
・
σ
・
ぎ
し
玄
げ
巨
↓
ひ
・
凶
・
甘
8
ゴ
…
巳
’
・
巳
・
2
暴
冨
α
。
目
（
〔
ミ
゜
・
°
ミ
魯
恥
§
し
駐
ミ
寒
こ
置
犠
帖
§
二
§
爵
§
§
§
§
防
ミ
）
　
、
．
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
画
　　
@　
@　
ｮ
詞
の
前
綴
ぴ
・
・
人
σ
q
ご
に
關
畜
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
三
四
七
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
」
し
「
ー
唱
，
　
　
　
　
　
　
’
動
詞
の
前
綴
σ
q
？
（
α
q
①
・
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
三
四
八
、
　
　
昌
O
ザ
信
二
一
『
俳
一
Ω
一
ゲ
一
ρ
篇
q
6
β
目
岱
冒
・
α
α
b
o
ω
（
苫
O
鳥
討
　
却
O
§
ミ
一
妹
「
馬
画
恥
　
浴
馬
、
）
　
　
Z
δ
げ
①
騰
①
吋
ω
ロ
一
り
犀
9
6
ロ
目
①
冒
潜
昌
一
賃
仁
国
俳
信
ロ
㎝
㎝
o
o
（
ミ
鴨
ぎ
§
§
受
・
§
ミ
゜
。
。
ご
ぎ
ミ
ミ
魯
ミ
）
O
け
ゲ
9
自
5
一
ω
ω
か
昌
け
げ
一
〇
一
①
H
げ
⑪
幽
一
ゆ
ω
O
紳
b
o
ド
H
O
（
§
§
ミ
゜
。
鼻
§
、
ミ
恥
卜
§
．
§
§
偽
鷺
N
g
肺
）
　
　
．
　
．
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
○
一
〇
ω
賃
ω
貯
昌
2
餌
N
9
『
0
，
夢
げ
q
弓
拝
け
ま
O
島
9
目
冨
①
α
q
累
畠
ω
ε
o
q
呂
㎝
b
⊃
（
婚
⇔
§
ミ
§
き
怨
ミ
§
ミ
鴨
し
ミ
§
喚
§
還
ミ
累
§
匙
）
　
　
　
　
　
9
Ω
〈
①
同
σ
冨
一
な
用
法
の
み
。
○
一
ω
甦
口
O
賃
昌
犀
①
弓
O
ω
Φ
ヨ
①
『
O
山
ゆ
畠
＼
β
β
o
尾
躰
帥
冨
8
ロ
賃
ゆ
鋤
Φ
綬
㊤
ω
ー
も
【
切
逡
（
α
ミ
ω
富
ミ
鴨
詰
画
無
§
§
篭
憶
鴨
鴨
粛
恥
§
鳴
ノ
↓
ミ
恥
ミ
『
　
　
⑦
融
ミ
鳴
晦
鳴
ミ
O
鳩
“
恥
註
）
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
，
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
○
げ
二
q
O
鉢
帥
『
誘
財
9
α
σ
q
一
昌
ロ
胃
畠
費
5
σ
q
9
画
＼
°
け
①
、
σ
亀
O
げ
ロ
げ
信
崔
皆
ロ
昌
σ
q
二
旨
信
口
O
”
　
㎝
㎝
膳
ー
㎝
㎝
㎝
　
（
O
職
馬
、
鯉
、
馬
§
隣
、
軌
壽
憶
隣
鴨
ミ
ミ
§
“
恥
S
鴨
吻
　
　
O
o
ミ
”
Q
冴
O
良
富
壱
鳩
受
吋
鴨
§
犠
帖
§
鳴
3
さ
詰
苫
、
）
　
　
①
9
Φ
犀
餓
く
δ
o
げ
゜
な
用
法
の
み
。
と
な
る
。
　　
ｵ
か
し
厳
密
に
見
て
こ
れ
ら
の
動
詞
す
べ
て
を
b
o
厭
h
Φ
閃
寓
く
な
動
詞
と
す
」
る
こ
と
が
出
來
る
で
．
あ
ろ
う
か
、
ロ
Φ
び
9
σ
q
げ
①
一
は
》
ω
゜
の
．
．
同
o
ぎ
Φ
α
①
三
嵩
o
ゴ
①
勺
Φ
晃
Φ
犀
自
く
㊤
．
、
と
し
て
げ
脱
o
ロ
σ
q
冨
P
鴇
口
α
帥
戸
o
q
Φ
げ
四
P
巳
ヨ
9
昌
矯
“
ロ
①
a
p
昌
を
あ
げ
て
い
る
の
で
　
　
　
（
1
0
）
あ
る
が
、
上
述
の
動
詞
は
そ
れ
以
外
の
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
b
d
Φ
げ
9
α
q
げ
Φ
一
の
云
う
と
こ
ろ
は
現
在
の
定
読
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
準
に
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
て
考
え
れ
ば
、
α
脱
冒
犀
9
。
P
h
螂
ω
冨
ジ
坤
①
畠
①
昌
り
ず
①
け
9
P
ド
o
昌
昌
置
P
δ
ω
ゆ
b
り
、
昌
o
σ
q
嵩
騎
畠
ゴ
》
q
o
冒
山
麟
昌
な
ど
は
範
疇
外
の
特
例
と
云
う
こ
ど
に
な
る
。
意
味
内
客
上
か
ら
す
れ
ば
h
⇔
ω
冨
P
皆
ω
α
①
戸
閃
o
づ
艮
凶
口
は
℃
o
ヰ
①
犀
鉱
く
9
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
筈
で
あ
．
る
。
し
か
し
な
お
他
の
假
語
は
前
述
の
文
例
に
限
つ
て
勺
o
躍
①
犀
嵩
く
騨
と
見
る
以
上
の
こ
と
を
す
れ
ぽ
寧
ろ
誤
り
で
あ
ろ
う
。
假
に
脅
言
屏
9
δ
昌
の
過
去
分
詞
に
－
σ
①
・
を
付
さ
ぬ
理
由
に
b
o
ほ
Φ
昏
ぞ
と
云
う
表
現
を
用
い
る
の
を
許
す
な
ら
、
　
9
⑳
ロ
（
恥
恥
⇔
鳴
§
）
は
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
O
「
菖
璽
・
う
な
る
か
、
．
、
旨
ミ
．
．
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
o
富
ゴ
と
云
う
過
去
分
詞
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
（
勿
論
そ
の
例
は
な
い
。
も
つ
と
も
2
ず
自
．
で
も
、
融
§
§
§
は
σ
q
Φ
－
を
伜
わ
ぬ
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
）
。
從
つ
て
こ
れ
ら
の
語
は
「
…
と
こ
ろ
の
動
作
が
完
了
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
コ
た
結
果
、
な
さ
れ
た
動
作
の
結
果
が
現
に
残
つ
た
状
態
の
ま
ま
に
あ
る
」
意
ー
O
Φ
蹄
Φ
巨
δ
o
び
な
態
様
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
分
詞
に
σ
q
①
－
を
付
す
る
習
慣
か
ら
受
け
る
U
o
嬬
o
屏
鉱
く
な
印
象
が
逆
に
過
去
分
詞
が
”
o
焦
o
誓
δ
o
げ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
云
う
感
じ
の
故
に
0
9
Φ
－
を
無
意
識
的
に
省
略
さ
せ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
、
　
過
去
分
詞
に
α
Q
甲
を
俘
わ
ち
動
詞
の
う
ち
、
犀
q
誉
9
昌
の
み
は
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
’
魅
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
略
記
す
る
に
と
ど
め
る
。
犀
β
目
N
”
の
過
去
分
詞
は
き
わ
め
て
し
ば
し
ぼ
≦
o
a
9
昌
と
共
に
用
い
ら
れ
て
一
種
の
完
了
時
稔
を
形
づ
く
る
。
前
掲
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
ゲ
に
、
≦
Φ
＆
簿
省
が
現
在
形
で
あ
れ
ば
「
現
在
時
の
動
作
が
未
來
時
に
完
結
す
る
で
あ
ろ
う
」
意
味
に
、
過
去
形
で
あ
れ
ば
「
過
去
時
の
動
作
が
現
在
時
に
完
結
し
て
し
ま
つ
て
い
る
」
意
味
（
英
語
の
現
在
完
了
形
に
あ
た
る
）
．
に
用
い
ち
れ
た
。
云
い
か
え
れ
ぽ
、
0
9
°
に
お
け
る
σ
q
甲
鴇
］
≦
げ
山
゜
に
見
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
σ
Q
①
墨
の
、
役
割
を
こ
こ
で
は
毛
Φ
＆
9
⇔
が
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
つ
て
み
れ
ば
過
去
分
詞
に
σ
q
幣
は
不
要
な
わ
け
で
あ
る
が
、
犀
ロ
ヨ
餌
ロ
は
も
と
も
と
勺
o
焦
①
犀
ユ
〈
簿
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
σ
q
憎
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
鷹
σ
q
㍗
本
來
の
機
能
が
確
認
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
も
出
來
よ
う
。
　
こ
こ
で
若
干
わ
き
道
に
そ
れ
る
感
が
あ
る
が
、
犀
賃
ヨ
9
。
昌
に
つ
い
て
な
お
若
干
鰯
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
閃
に
ヨ
節
ロ
は
h
㊤
『
§
。
⇒
（
、
轟
ミ
§
）
℃
σ
q
9
。
ロ
α
q
9
ロ
（
鷺
ミ
§
）
導
の
鼻
貯
づ
（
恥
§
壽
§
）
鴇
ω
津
け
壁
昌
（
防
款
N
§
）
嚇
亘
自
巴
冨
昌
（
ミ
ミ
、
§
）
と
共
に
用
い
ら
れ
て
勺
①
ほ
即
・
自
設
①
讐
づ
σ
q
の
働
き
を
し
て
い
る
。
そ
の
例
は
σ
q
雪
σ
q
β
。
ロ
に
も
つ
と
も
多
く
、
《
口
①
一
一
9
。
巳
》
中
に
八
度
現
わ
れ
る
ゆ
q
§
旨
β
。
け
は
二
度
、
他
は
一
度
つ
つ
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
h
四
増
9
。
昌
は
過
去
分
詞
で
、
他
は
不
定
詞
で
用
い
ら
れ
て
い
ゐ
。
σ
q
9
昌
σ
Q
”
昌
は
完
了
時
稻
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
σ
q
①
・
（
『
q
ご
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
九
b
8
，
亀
辱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咀
．
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
α
Q
⑦
・
（
σ
Q
　
・
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
で
藝
ぴ
雪
を
と
り
α
§
§
な
動
詞
で
あ
艶
そ
の
歪
詞
が
ざ
ー
の
現
在
形
・
用
い
ら
れ
・
巣
東
、
、
・
ゆ
σ
・
；
雪
σ
・
凝
程
ざ
§
畠
．
量
倉
£
．
節
・
島
①
聾
口
同
・
q
一
5
つ
四
〒
・
蕊
。
。
占
ω
膳
（
、
き
ミ
§
ミ
、
職
§
ミ
§
鴨
帖
§
，
偽
§
§
§
ミ
（
”
鷺
肉
§
偽
§
ぎ
§
ミ
）
、
、
器
讐
ミ
b
°
、
§
§
窃
ミ
吋
1
）
過
去
形
と
用
い
ら
れ
る
と
完
了
、
°
摯’
ｹ
§
；
母
…
①
8
ω
ゆ
ω
け
β
・
こ
ω
象
゜
σ
q
ぎ
轟
σ
q
琶
゜
。
α
q
”
昌
σ
q
彗
ρ
。
ぎ
。
島
苧
器
（
ミ
⇔
魯
逗
§
。
§
晦
ミ
ミ
§
§
§
ミ
晦
§
智
隷
§
§
）
を
意
味
し
て
夫
々
O
Φ
円
h
o
ζ
ぞ
な
用
法
と
な
る
。
σ
q
9
。
ロ
σ
q
舛
口
に
關
す
る
他
の
六
例
は
何
れ
も
後
者
に
驕
す
る
。
こ
の
他
未
來
を
意
味
す
る
例
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
葺
帥
口
涛
ω
蒙
Φ
昌
犀
毒
ρ
ω
・
。
曼
§
蕊
帖
ら
討
恥
匙
§
べ
鳴
、
“
鳴
）
の
－
忽
葺
9
昌
一
例
。
開
始
を
表
わ
す
の
は
、
、
　
　
　
　
°
　
　
　
、
、
β
’
暮
警
ざ
巳
ミ
§
壼
昌
§
①
§
曾
塗
ム
戴
（
ミ
馬
ミ
蕊
§
§
し
・
ミ
§
忌
§
妻
§
§
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
程
§
巨
信
巨
9
雪
ρ
鼠
目
ロ
昌
こ
ゴ
爵
夢
＄
冨
暮
。
母
⑦
鵠
“
Φ
q
9
。
ぎ
ぴ
o
o
争
8
8
（
霧
噛
魯
§
讐
ミ
§
§
守
蒜
§
・
．
§
§
ミ
轡
§
§
§
ミ
ミ
曾
冨
§
）
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
の
・
‘
琶
含
二
例
、
ω
ω
犀
§
は
現
寡
詞
の
副
詞
的
用
法
と
ひ
ど
し
く
、
　
．
　
　
．
・
°
　
　
芽
①
ρ
轟
目
毒
凶
轟
ω
穿
8
昌
9
9
3
α
⑩
8
（
b
黛
ぎ
§
§
繕
ミ
ミ
§
画
§
寒
簑
き
§
）
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ま
た
h
費
曽
づ
は
過
去
分
詞
の
副
詞
的
用
法
に
ひ
と
し
い
、
塁
〔
・
要
ゲ
惹
h
・
・
§
ρ
・
ぎ
三
量
ぎ
…
：
・
・
…
．
¶
朝
鱒
－
・
。
刈
α
ω
（
ミ
〔
琶
ぎ
§
§
ぎ
寒
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
，
、
　
壽
鳴
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
こ
れ
ら
は
そ
の
他
特
徴
的
な
鮎
と
し
て
貯
鑓
昌
の
例
を
除
き
、
一
定
の
時
を
示
す
（
ま
た
は
暗
示
す
る
）
．
語
（
群
）
を
件
っ
た
交
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
曽
暑
讐
”
ω
ρ
爵
①
…
櫛
鵠
昏
＄
ω
o
ヨ
ロ
ロ
跨
自
〔
ω
冨
ρ
犀
9
ヨ
爵
讐
①
o
σ
q
”
づ
σ
q
勢
”
8
＼
9
昌
夢
Φ
9
0
ω
o
ヨ
信
嵩
島
α
朝
跡
凸
δ
（
⑦
龍
ぎ
§
§
§
き
魯
ミ
ざ
匙
ミ
恥
鴨
§
§
勲
§
忌
）
〕
蜀
昏
昼
融
昌
．
0
9
巨
Φ
9
0
．
日
置
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
旨
ロ
σ
q
鋤
昌
σ
q
β
ユ
昌
ρ
信
㊤
ヨ
に
β
u
＼
h
9
σ
q
O
け
α
信
昌
O
ぴ
帥
憎
h
O
母
桟
償
信
O
α
q
O
ω
α
㎝
H
O
1
0
㎝
一
¶
（
犠
鳶
犠
ミ
物
O
Q
ミ
畑
働
食
§
篭
画
智
§
晦
鴨
畿
O
晦
鴨
苫
隷
貸
§
鴨
§
蟄
ミ
織
゜
、
ミ
詰
ミ
§
晦
§
魯
鳩
§
）
で
あ
る
。
以
上
か
ら
推
察
出
來
る
こ
と
は
、
α
q
や
と
同
じ
く
、
．
ま
た
前
述
の
≦
⑦
a
曽
昌
と
同
じ
く
、
犀
信
糞
帥
ロ
も
ま
た
勺
Φ
蔑
①
犀
江
乱
o
匿
昌
σ
q
の
機
能
を
持
つ
て
い
る
ら
し
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
に
あ
げ
た
動
詞
は
す
べ
て
前
綴
を
持
た
な
い
い
わ
ゆ
る
語
根
動
詞
で
あ
つ
た
。
過
去
分
詞
に
σ
q
炉
を
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ヴ
わ
ぬ
動
詞
群
に
は
そ
れ
ら
の
ほ
か
に
な
お
派
生
動
詞
も
含
ま
れ
る
。
派
生
動
詞
が
過
去
分
討
に
σ
q
o
－
を
付
す
る
こ
と
は
決
し
て
．
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
諺
ゲ
畠
に
は
9
。
げ
p
σ
q
冒
o
目
．
9
P
O
N
α
q
ぼ
o
ヨ
節
昌
な
ど
の
形
が
既
に
見
ら
れ
た
と
云
う
が
、
》
ω
゜
で
は
そ
う
し
た
例
も
絶
無
で
あ
る
。
一
般
に
派
生
前
綴
は
b
賃
h
①
犀
島
く
な
機
能
を
有
し
、
そ
の
た
め
に
も
σ
q
Φ
－
が
付
さ
れ
え
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
》
ω
。
の
場
合
、
す
べ
て
の
派
生
動
乱
が
民
Φ
げ
薯
で
あ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
・
b
・
Φ
凝
匿
も
指
適
し
て
い
る
施
・
　
の
ρ
艮
目
β
①
ゲ
鉱
ロ
岸
O
ロ
ロ
餅
O
曽
口
ひ
げ
同
Φ
霞
＼
ヨ
拶
昌
9
Ω
ω
σ
q
Φ
け
幽
◎
o
Q
o
り
ー
ら
c
o
㊤
O
（
駄
匙
偽
簿
蓋
ミ
恥
遷
§
亀
q
ミ
神
恥
§
恥
§
§
鶏
智
鳴
ミ
恥
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
鳴
憶
壁
黛
恥
鴨
壽
瀞
q
§
§
貯
壽
）
　
①
昌
象
ぼ
8
口
け
げ
凶
賃
億
二
吐
鉢
げ
岸
9
0
q
O
山
b
◎
心
刈
『
（
§
概
き
§
・
匙
ミ
切
ミ
§
守
馬
ぎ
魁
）
°
に
お
け
る
，
巴
①
σ
q
す
P
び
岸
鋤
σ
q
ゆ
昌
・
は
明
ら
か
に
O
⑦
議
o
閃
識
く
で
は
な
い
。
一
方
、
　
夢
①
ヨ
ω
σ
巳
q
昌
目
賃
象
o
び
”
厭
昌
＼
血
①
外
9
α
曾
①
”
昌
置
ω
O
山
お
O
（
“
鴨
§
偽
ミ
貯
§
ミ
恥
さ
蕊
ら
ミ
き
ミ
詰
犠
ミ
腎
§
↓
Q
“
ミ
譜
鵠
笥
§
）
　
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
o
Q
o
・
（
o
q
ご
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
一
，
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
σ
Q
⑦
o
（
o
Q
ご
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
°
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
二
窪
＆
〔
嵩
O
げ
け
　
α
q
O
Ω
0
ω
〕
号
8
°
§
a
°
ω
夢
費
＼
蓬
。
ロ
σ
q
§
昏
。
白
h
畿
p
ω
o
・
。
山
o
。
。
（
§
匙
〔
§
吻
自
偽
ミ
o
。
ま
鳴
・
っ
〕
ミ
帖
　
暴
こ
ミ
ミ
§
㌦
§
晦
負
ミ
譜
§
さ
ミ
鳴
）
に
お
け
る
節
α
①
一
冨
戸
び
瞠
穿
9
ロ
は
b
o
跳
①
犀
江
く
で
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
從
つ
て
派
生
前
綴
必
ず
し
も
勺
①
蹄
o
吋
謡
く
冨
同
ロ
ロ
σ
q
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
い
ζ
と
は
な
お
多
く
の
例
に
よ
つ
て
立
謹
さ
車
る
。
も
う
一
段
考
え
を
進
め
れ
ば
、
派
生
動
詞
が
過
去
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
詞
に
σ
q
一
－
を
必
要
と
し
な
い
理
由
の
な
い
場
合
が
敷
多
く
見
出
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
ら
ば
b
ω
゜
に
お
け
る
前
綴
σ
q
一
，
は
常
に
勺
①
蹄
Φ
犀
謡
乱
o
讐
ロ
ぴ
q
め
機
能
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
こ
の
間
は
そ
の
ま
ま
、
も
う
一
つ
の
調
査
を
述
べ
て
お
こ
う
。
二
、
涙
生
前
綴
σ
q
苧
を
持
つ
動
詞
群
派
生
前
綴
撃
を
持
つ
諺
ω
あ
動
詞
の
う
ち
《
墨
一
銭
》
に
現
わ
蒐
も
の
は
＝
五
語
の
多
整
の
ぼ
り
、
う
ち
・
・
7
を
件
わ
な
い
原
形
ー
語
根
動
詞
の
な
い
も
の
二
〇
語
で
あ
る
。
本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
通
り
、
若
し
前
綴
α
q
憎
が
勺
Φ
同
h
Φ
犀
江
く
冨
同
ロ
昌
σ
q
の
機
能
を
常
に
持
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
動
詞
群
に
厨
す
る
動
詞
は
す
べ
て
弓
Φ
篤
Φ
貯
け
ぞ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ
と
も
多
く
の
文
法
家
の
認
め
て
い
る
よ
う
に
O
o
け
に
お
け
る
ぴ
q
甲
に
は
前
述
の
勺
Φ
詠
①
犀
寓
く
一
Φ
歪
5
σ
q
の
機
能
の
ほ
か
、
本
來
く
窪
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
ω
け
跨
帥
ロ
づ
o
q
と
も
云
う
べ
き
機
能
や
名
詞
と
の
結
合
に
際
し
て
特
に
「
集
合
を
表
わ
す
機
能
も
あ
る
か
ら
、
一
鷹
そ
れ
も
考
慮
は
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
》
ψ
の
σ
q
㍗
に
Ω
9
°
は
勿
論
の
こ
と
、
》
げ
9
や
竃
げ
α
’
に
お
け
る
よ
う
な
勺
Φ
跳
㊦
吋
鉱
く
冨
『
信
ロ
σ
q
の
機
能
は
完
全
覧
出
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
絶
・
上
述
の
＝
五
語
ξ
雰
類
し
藷
果
装
の
誉
で
祭
．
　
　
　
’
．
ω
　
α
q
一
・
を
付
し
た
も
の
の
意
味
内
容
が
、
語
幹
動
詞
の
そ
れ
と
攣
つ
て
い
な
い
語
群
、
五
六
語
で
も
つ
と
も
多
い
。
中
に
は
概
念
の
〆
隔
、
D
、
、
晶
b
重
な
り
が
若
干
ず
れ
て
い
る
語
も
あ
る
が
、
あ
え
て
見
逃
し
た
。
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
衷
ぎ
・
（
S
ミ
題
§
”
ぎ
§
§
§
）
v
σ
q
蚕
け
薯
（
ミ
§
ミ
§
ご
ω
。
壽
昌
（
．
ミ
§
§
ミ
慧
§
b
）
v
σ
・
凶
ω
①
§
。
（
§
－
急
§
°
慧
§
ミ
ミ
ぎ
ミ
§
）
．
嚇
§
・
ミ
§
（
§
、
§
）
v
σ
・
ぎ
匿
9
§
§
タ
さ
ら
ミ
ぎ
ぎ
）
な
ど
の
例
・
②
　
意
味
に
攣
化
を
生
ず
る
語
群
、
　
二
三
語
あ
る
。
更
に
分
類
す
る
と
、
　
　
　
・
a
張
意
ま
た
は
葦
の
意
昧
の
欝
寛
・
例
．
び
巨
畳
書
§
）
V
σ
・
喜
q
・
三
書
き
び
①
・
§
（
ミ
防
婆
§
）
V
・
、
藝
Φ
9
つ
（
評
鳴
畿
恥
§
）
・
ぴ
同
①
・
m
8
悉
壽
§
）
V
σ
・
言
・
σ
・
馨
（
ミ
§
）
…
臼
①
げ
醇
．
（
§
§
甑
ぎ
）
V
σ
・
ま
－
ぼ
効
ロ
（
ミ
§
ミ
ぎ
三
羅
三
＼
§
偽
§
）
v
。
・
曇
碧
（
誉
§
）
・
琶
§
（
藝
§
）
v
ゆ
・
ぎ
一
α
①
二
§
ミ
§
）
…
昌
ぎ
9
昌
（
§
鴨
ぎ
“
§
）
〉
。
・
一
昌
冨
昌
（
謹
謹
ぎ
§
・
§
§
・
・
犀
。
・
浮
（
s
ミ
§
b
守
§
§
§
§
）
v
σ
・
蔦
・
・
讐
曾
§
ミ
ミ
）
・
量
①
・
（
、
ミ
§
b
§
ミ
§
）
V
σ
q
芽
。
謹
（
喚
§
蕊
§
）
“
量
・
°
・
き
（
ミ
§
偽
§
）
〉
σ
q
葺
宣
σ
q
p
・
”
（
匙
ミ
偽
ミ
ミ
譜
§
）
・
巨
§
・
（
・
駄
蕊
§
嵐
§
）
v
。
・
一
・
「
塁
三
〔
犠
§
：
憶
§
⑦
“
ミ
〕
鴨
§
§
§
）
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
b
比
較
的
ま
た
は
相
當
の
意
味
の
攣
動
を
件
ケ
例
。
受
曾
（
§
§
）
V
σ
・
導
8
・
（
・
ミ
凝
§
）
∴
ぎ
α
彗
（
ミ
“
§
）
V
。、
{
。
§
（
晦
§
題
§
b
晦
＆
ミ
§
§
§
）
甚
⑪
§
（
ミ
魯
）
v
α
・
睡
げ
①
§
（
ミ
壽
・
篤
も
§
）
…
日
①
忌
。
（
§
§
§
）
v
σ
・
巨
①
－
曇
（
§
ミ
§
）
・
量
・
（
§
§
§
）
v
α
・
募
・
三
題
魯
・
ミ
、
醤
§
§
奏
ぎ
§
“
ミ
）
“
ω
副
（
隠
§
）
〉
。、一
ﾖ
ま
・
（
曽
ミ
ミ
§
》
ミ
§
ミ
爵
§
）
…
ま
喜
（
鷺
織
き
慧
§
§
§
v
σ
・
菩
臣
・
・
（
寒
§
ミ
轟
§
§
§
三
窪
亭
、
．
・
q
①
昌
（
防
画
偽
ぎ
。
鳴
さ
織
ミ
職
鳴
N
S
）
v
・
・
蔓
ロ
・
・
①
昌
（
書
ミ
惹
§
三
ぎ
①
・
（
ミ
婁
》
α
・
珪
。
二
匙
・
§
b
§
邑
偽
恩
§
偽
恥
§
・
鳴
ミ
§
§
）
…
巨
ま
彗
（
ぎ
・
い
§
§
§
）
v
、
σ
・
ぎ
醇
醇
・
（
§
§
§
偽
§
）
・
…
鼠
§
（
§
肋
§
）
v
・、
ｬ
9
・
（
§
ミ
凝
ミ
ぎ
・
〉
ミ
§
）
…
億
象
§
（
ミ
鳶
・
・
）
v
σ
・
巨
封
め
§
（
・
・
ミ
§
“
蕊
）
　
，
　
’
唱
　　
@　
@　
ｮ
詞
の
前
欝
？
（
・
・
こ
に
關
す
・
・
モ
（
荒
）
　
　
　
　
．
　
．
　
，
°
　
三
五
三
1
う
●
卿
’
弔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
、
　
　
動
詞
の
前
綴
ひ
身
？
（
σ
q
　
，
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
三
五
四
こ
れ
ら
の
語
、
こ
と
に
b
に
分
類
し
た
語
屯
に
は
、
・
α
・
竪
を
付
ざ
れ
た
形
で
あ
る
い
往
暮
。
・
穿
で
あ
り
、
あ
る
い
は
b
Φ
聴
・
h
①
犀
江
ω
o
互
閃
9
信
舞
二
く
り
貯
閃
冨
二
く
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
實
例
と
し
て
は
つ
き
り
そ
れ
が
指
適
で
き
る
よ
う
な
明
確
な
線
を
鉄
も
た
め
、
こ
の
よ
う
な
不
安
な
分
類
中
に
組
み
入
れ
て
あ
る
。
と
こ
ろ
で
沸
ぎ
o
げ
8
謡
く
”
吋
㊤
駐
㊤
岳
〈
を
云
う
な
ら
ば
、
語
幹
動
詞
な
く
（
P
）
し
て
・
少
く
と
も
《
＝
①
一
壁
巳
》
に
現
わ
れ
ず
に
、
α
q
一
・
の
付
さ
れ
た
形
分
み
あ
る
動
詞
群
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
ゲ
。
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
鴨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
③
　
語
幹
動
詞
が
な
く
、
σ
q
憎
の
付
さ
れ
た
形
の
み
見
ら
れ
る
例
。
二
〇
語
。
　
　
　
　
　
　
、
a
同
系
語
を
持
つ
も
の
・
．
σ
・
罫
書
（
ω
§
§
“
ぎ
“
§
了
σ
・
ま
ユ
．
P
°
（
嚢
・
°
き
ぎ
切
§
ミ
・
・
）
…
σ
・
謹
含
弩
　
（
旨
智
q
ミ
ミ
㌣
ミ
§
）
ー
げ
旨
§
囲
（
9
ミ
§
）
…
o
q
ぎ
q
昌
σ
q
二
鴛
（
ミ
鳶
ミ
§
）
1
げ
信
口
σ
q
霞
ヨ
゜
（
ミ
轟
ミ
）
∵
σ
Q
貯
ご
q
曾
（
鷺
，
　
ミ
葛
§
、
鴇
き
“
ヘ
ミ
§
§
）
i
ロ
貯
畠
目
．
（
忘
ミ
貸
蕊
晦
§
）
…
α
q
δ
犀
に
匡
冨
昌
（
竃
恥
き
ミ
犠
§
も
ミ
犠
軌
§
§
）
ー
ω
犀
巳
自
h
・
（
的
偽
曽
ミ
駄
）
…
　
σ
q
δ
艶
嵩
”
ロ
（
§
ミ
偽
ミ
§
ミ
§
）
1
2
卍
巴
噺
・
（
物
妹
ミ
）
…
σ
q
＃
一
q
昌
8
昌
（
鶏
ミ
§
さ
煽
q
切
鴨
物
肺
§
s
）
i
二
。
旨
。
ヨ
・
（
切
O
。
。
鴨
防
）
…
σ
q
一
，
　
ロ
ロ
9
血
ゆ
ロ
（
隷
ミ
器
昏
誉
恥
謡
）
1
帆
信
仁
巴
画
h
’
（
O
帖
ミ
ミ
肺
）
…
σ
q
冒
賃
㊤
厭
p
σ
q
O
9
昌
（
㌧
無
ミ
晦
鳴
s
）
1
蔭
ロ
”
同
鑓
σ
q
目
・
（
隷
＆
§
偽
魯
ミ
）
…
σ
q
…
，
　
仁
仁
O
『
閑
O
口
（
壽
轟
蕊
職
乳
§
b
馬
寒
壽
）
i
ρ
賃
①
域
閃
昌
゜
．
（
ミ
　
憶
鯉
窓
謡
職
N
§
3
鴫
）
°
°
　
b
　
そ
の
他
一
〇
語
。
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
、
こ
れ
ら
の
語
群
は
何
れ
も
民
碁
薯
な
い
・
し
ぎ
甕
・
な
≧
§
鐙
・
；
持
つ
て
い
る
、
と
去
つ
て
も
よ
か
ろ
う
。
も
つ
と
も
b
に
屡
す
る
語
に
は
σ
q
ま
窪
σ
q
9
昌
（
富
ミ
寒
ミ
詰
）
の
よ
う
な
α
貰
魯
ぞ
な
語
も
あ
る
が
、
残
り
は
す
べ
て
a
の
類
と
同
傾
向
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
こ
で
讃
慕
寅
h
婁
・
な
籠
を
果
た
し
て
い
る
・
云
う
・
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
④
「
集
合
」
を
明
白
に
意
味
す
る
例
。
一
①
ω
9
口
（
N
塁
§
）
〉
σ
q
ロ
o
ω
鍾
ロ
（
N
霧
騎
§
§
町
ミ
鳴
物
§
）
…
け
色
一
母
づ
（
ミ
N
富
ミ
§
㌧
逡
建
跡
§
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
O
》
’
　
　
〉
α
q
騨
9
冨
昌
（
怨
、
ミ
§
、
き
旨
§
§
§
ミ
ミ
§
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
⑤
「
完
了
」
を
明
白
に
意
味
す
る
例
。
げO
’9⑦゜喘
σ
q
．互
1
、
9
量
口
（
ぎ
偽
§
）
°
V
σ
q
δ
興
曽
（
鷺
守
ミ
§
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ぴ
茜
弩
（
ミ
織
ミ
鴨
§
）
V
σ
Q
ま
α
β
・
昌
（
恥
ミ
専
§
）
°
・
　
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
仲
霞
Φ
ヨ
ゆ
ε
昌
①
津
信
巳
ぎ
昌
σ
q
①
び
冠
β
。
p
＼
蹄
①
ヰ
Φ
…
お
O
ア
H
°
。
O
°
。
（
⑦
隷
§
魁
切
旨
3
ぽ
ぎ
§
§
鴨
§
ミ
職
き
コ
ミ
貯
§
↓
こ
累
）
°
ぴ
蔑
Φ
壁
（
§
§
）
v
。
・
量
＆
Φ
き
（
ミ
§
§
）
°
　
　
　
．
　
　
　
°
，
　
　
　
．
　
　
°
・
け
。
｝
p
Φ
づ
巨
p
昔
・
・
ま
＆
§
。
。
。
。
凸
（
・
こ
・
ミ
・
§
き
書
ミ
§
§
）
・
°
・
°
　
．
．
．
9
ユ
き
（
肺
着
偽
§
）
V
σ
q
ま
β
ユ
き
（
題
゜
・
さ
§
§
）
°
昏
讐
窪
昌
Φ
斜
島
う
。
け
…
巷
①
8
貯
σ
q
ま
珪
碁
卜
。
謹
ω
（
§
切
罫
ミ
ミ
ミ
禽
…
鴫
§
魯
罫
§
§
・
Y
跨
Φ
・
q
麸
昌
S
鵡
§
）
V
σ
q
酵
①
α
q
昌
避
（
恥
さ
ミ
§
）
・
・
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ω
ω
ピ
Φ
ω
①
夢
貯
ω
o
包
σ
q
①
貯
き
σ
q
お
8
（
ミ
§
§
§
ミ
鴨
さ
譜
q
ミ
§
壽
§
）
°
　
　
　
、
蹄
。
ω
留
（
q
帖
、
恥
§
q
評
鴨
ミ
）
V
。
q
圃
ヰ
Φ
ω
窪
（
鴨
慧
ミ
駄
§
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
甑
Φ
巳
ヨ
魯
欝
δ
ま
①
ω
．
σ
q
岸
①
＆
ロ
α
ω
曽
、
ヘ
ミ
ぎ
§
結
き
§
§
恥
卜
＆
§
ミ
゜
ミ
§
㌣
鴨
き
§
）
°
　
　
　
．
ざ
ω
8
昌
（
㌣
ミ
§
）
V
σ
q
貯
。
ω
δ
ロ
（
恕
壽
織
ミ
き
§
貸
き
§
）
°
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
貯
口
巳
霞
虞
δ
昏
弩
σ
q
一
8
2
§
ミ
健
（
噛
ら
魯
　
ミ
馬
、
N
　
恥
的
　
織
ミ
し
つ
神
O
防
覧
帖
3
）
°
壽
α
q
凶
§
（
ミ
偽
§
）
V
σ
q
罠
σ
q
σ
q
β
昌
（
吻
篤
き
、
轟
§
）
°
け
冨
コ
冨
富
茸
耳
三
①
ぎ
σ
・
罫
“
。
°
。
逡
（
§
§
・
§
ミ
“
§
ミ
§
°
箋
奥
ぎ
§
°
　
　
動
詞
の
前
綴
α
q
①
－
（
σ
q
幣
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
五
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
，
P
．
、
，
幽
　
　
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
ゆ
身
o
・
（
ゆ
身
凶
・
）
に
關
す
る
メ
モ
八
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
六
炉
費
藍
碧
・
（
ミ
ら
ミ
§
）
V
．
°
・
霞
昏
欝
昌
（
ミ
ぎ
き
味
§
）
9
　
　
　
　
　
°
　
、
］
°
昏
鉱
弩
（
°
・
§
§
b
§
鳶
肋
§
§
）
V
σ
q
巨
葺
9
。
づ
（
§
魯
巡
韻
§
払
貯
§
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
．
　　
@　
E
碁
三
冨
窪
窪
ざ
馨
．
ρ
§
俳
冨
ω
ω
置
（
・
§
§
§
§
蓼
§
§
§
碁
、
鼠
縣
こ
・
）
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
9
①
σ
q
置
口
津
巨
目
魯
け
お
ω
2
h
＼
…
，
＼
ω
仁
昌
母
σ
q
①
ω
§
冨
戸
μ
漣
ω
占
b
。
心
切
゜
（
§
曳
武
織
ミ
§
q
ミ
耐
恥
⇔
§
乳
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
鶏
貯
譜
鴇
急
曾
旨
ミ
ミ
の
）
°
　　
@
　
‘
ω
象
巨
ま
。
邑
ω
鼠
σ
・
＆
㊤
Φ
邑
ω
書
ω
δ
き
ぎ
σ
・
。
日
b
。
り
H
（
§
義
〔
ミ
〕
§
匙
憲
ミ
鵡
§
“
§
旨
　
　
　
　
、
§
鷺
）
°
夢
讐
宣
。
ω
自
。
び
貫
＼
ω
g
α
q
。
ω
盛
巨
窪
卜
。
。
。
α
・
。
歯
。
。
㎝
ω
バ
魯
吻
§
薄
§
ミ
貯
砺
ミ
、
b
§
㍗
。
曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　　
@　
純
~
爵
§
討
ミ
暴
）
°
犀
゜
ω
①
臨
き
（
簑
き
§
）
V
σ
q
霧
臨
雪
（
為
ミ
§
）
°
ド
ω
鯵
p
ω
訂
民
覇
⊃
昌
（
恥
措
壽
鳴
§
）
〉
σ
q
響
ゆ
p
α
q
｛
ω
鼠
民
象
⊃
旨
（
鳴
ミ
瞳
職
§
、
§
忌
ミ
ミ
§
）
°
　　
@　
月
O
§
；
め
口
…
8
σ
・
み
げ
晋
（
c
本
讐
§
§
）
“
。
H
8
（
匙
馬
こ
ミ
；
ミ
旨
ぎ
§
§
譜
さ
ミ
§
）
°
目
：
酔
9
匹
§
（
戚
§
神
§
）
V
σ
Q
菖
Φ
艮
貯
ロ
（
職
§
ぎ
鈍
§
鼠
§
隷
§
）
．
　　
@　
X
Φ
〕
ρ
猛
p
冨
δ
§
げ
二
σ
①
け
母
8
り
＼
響
き
σ
・
芽
Φ
詩
貯
昌
彊
（
ミ
謹
欝
・
こ
。
§
こ
§
§
曽
§
町
§
b
　
　
　
　
爲
ミ
ミ
§
勘
ミ
ミ
恥
§
3
§
）
°
　
　
　
　
な
お
若
干
の
考
察
を
こ
れ
ら
の
語
群
に
く
わ
え
る
こ
と
と
し
な
い
。
ω
　
本
來
α
o
同
効
江
く
な
語
に
σ
q
憎
を
付
し
て
山
犀
轟
二
く
の
ま
ま
に
と
ど
ま
る
も
の
。
α
q
9
昌
o
q
”
昌
（
喚
罫
§
）
V
σ
9
茜
p
づ
σ
q
倉
o
口
（
恥
§
§
）
の
よ
う
な
語
、
．
σ
q
碍
①
ヨ
①
曽
ロ
（
貸
ミ
、
ミ
゜
郎
免
ミ
魯
S
§
）
》
σ
q
皆
『
O
①
（
壁
）
昌
（
晦
ミ
§
魯
偽
§
）
層
σ
q
ご
ロ
巴
α
帥
旨
（
O
鴨
ミ
ミ
5
さ
免
ミ
討
蟄
富
§
）
’
ρ
な
ど
多
敷
。
②
　
本
來
b
①
口
h
Φ
犀
鉱
く
な
語
に
付
し
た
も
の
。
h
巳
嵩
曽
昌
（
鳴
蔓
N
N
§
）
V
管
h
巳
嵩
曽
口
（
鴨
ミ
、
執
§
）
り
賦
げ
仁
α
q
σ
q
置
昌
（
晦
ミ
§
隷
§
）
物
αq
o
①
ω
け
す
昌
（
蝕
ミ
き
ミ
S
偽
§
）
な
ど
こ
れ
も
数
多
い
。
・
　
　
・
　
　
　
　
　
●
③
　
本
來
q
霞
翁
。
鉱
く
な
語
を
．
b
Φ
篤
Φ
犀
寓
く
に
す
る
も
の
。
（
既
述
）
　
　
」
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
辱
㈲
　
名
詞
・
・
形
容
詞
で
示
さ
れ
て
い
る
「
状
態
」
に
入
ら
し
め
る
、
ま
た
は
そ
れ
を
起
ら
し
め
る
働
き
を
す
る
も
の
。
（
既
述
）
⑤
　
「
集
合
を
表
わ
す
も
の
。
（
既
述
）
　
　
　
「
　
、
⑥
　
「
強
め
」
の
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
。
（
既
述
）
　
こ
、
の
よ
う
に
分
類
し
た
上
で
数
的
比
率
を
求
め
れ
ぽ
、
σ
q
憎
が
あ
る
た
め
に
”
Φ
馬
①
巨
写
な
態
様
を
示
す
よ
う
に
な
つ
た
語
は
過
牛
敷
を
占
め
、
何
等
の
影
響
を
與
え
ぬ
例
が
こ
れ
に
次
て
。
し
か
し
何
れ
に
せ
よ
も
Φ
躍
①
聾
ぞ
な
意
味
内
容
を
添
え
な
い
σ
q
憎
の
用
例
が
多
数
見
出
だ
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
芝
出
ヨ
①
ロ
昌
ω
は
零
巴
匪
Φ
目
・
＜
o
昌
画
Φ
『
＜
o
o
q
色
ミ
o
鼠
o
の
用
い
た
σ
q
o
－
の
例
に
つ
き
詳
細
な
記
述
を
行
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
］
≦
げ
9
で
あ
り
、
〉
ω
゜
と
事
情
を
異
に
す
る
の
は
當
然
な
が
ら
全
般
的
に
見
て
前
者
に
お
け
る
σ
q
㊦
・
は
相
當
程
度
ま
で
b
o
臨
o
犀
亭
く
一
Φ
歪
ロ
α
q
の
機
能
を
備
え
て
い
る
の
に
樹
し
て
、
後
者
の
σ
Q
幣
は
甚
だ
統
一
性
に
欠
け
る
。
な
か
ん
ず
く
前
者
で
は
σ
q
雫
を
伴
つ
た
動
詞
の
極
め
て
多
数
が
困
ロ
臨
巳
賞
く
で
現
わ
れ
、
こ
の
H
口
臨
巳
二
く
は
日
p
P
吋
帥
P
日
o
信
騨
の
o
ど
な
ど
い
わ
ゆ
る
話
法
助
動
詞
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俘
つ
て
い
る
と
云
う
。
》
ω
゜
で
は
そ
う
し
た
例
も
勿
論
少
い
と
は
云
え
な
い
が
決
し
て
多
い
数
を
示
し
て
は
い
な
い
。
前
記
「
明
白
に
完
了
を
意
味
す
る
例
」
に
厨
す
る
動
詞
で
も
、
冒
口
巳
自
く
の
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
σ
q
ま
冠
櫛
P
σ
q
辞
置
血
Φ
9
戸
σ
q
罵
吋
o
の
O
P
σ
q
貯
♀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ω
δ
P
σ
9
δ
富
昌
山
9
ロ
》
σ
q
搾
げ
①
昌
臨
蝉
ロ
の
六
語
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
σ
9
ま
冠
鋤
昌
目
①
ε
口
届
O
ご
σ
q
ま
一
α
α
＄
ロ
彗
9
げ
貯
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
σ
q
⑦
－
（
ゆ
Q
　
・
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
．
O
辱
1
　
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
σ
q
？
（
σ
q
ご
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
三
五
入
　
゜
。
ω
戯
ご
σ
。
犀
。
ω
曾
屋
ぼ
9
紹
・
。
ご
σ
e
菖
①
昂
凶
琶
目
聾
二
鵡
心
…
σ
q
畔
。
ω
8
昌
信
邑
ご
ミ
2
…
σ
q
一
ω
鼠
鼠
臥
ω
8
一
謹
㊤
9
＆
①
①
　
の
ご
と
く
目
信
α
q
9
昌
と
る
例
、
ω
閃
三
9
。
づ
と
二
例
、
目
黛
9
。
ロ
と
一
例
、
賃
三
臣
帥
昌
と
一
例
、
の
よ
う
に
話
法
の
助
動
詞
に
俘
つ
℃
　
い
て
、
目
q
σ
Ω
鋤
昌
が
多
い
黙
で
は
］
≦
げ
血
゜
で
ヨ
信
σ
q
①
昌
が
竜
つ
と
も
多
い
の
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
t
そ
れ
と
て
そ
こ
に
何
等
か
　
の
法
則
性
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
σ
q
㍗
を
件
わ
な
い
分
詞
形
容
詞
　
　
《
頃
①
目
掌
。
づ
q
》
中
で
は
σ
q
苧
を
件
わ
な
い
過
去
分
詞
が
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
る
形
の
み
現
わ
れ
て
い
る
語
が
二
語
あ
る
。
ゆ
画
9
。
昌
　
（
簿
恥
吻
偽
書
恥
、
妹
）
”
①
犀
9
昌
勾
き
零
貸
壽
偽
ミ
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
偉
ロ
o
a
”
P
仁
直
①
ω
9
。
昌
と
共
に
、
後
者
も
ロ
亘
o
冠
鉢
㊤
口
と
共
に
用
　
い
ら
れ
て
い
る
が
、
た
だ
一
度
だ
け
後
者
に
、
　
　
讐
9
。
け
の
δ
冨
び
審
σ
Q
δ
屏
鴛
国
け
げ
Φ
ω
巴
o
毒
9
。
置
o
口
賃
9
。
坤
卜
。
逡
（
§
届
旨
犠
ミ
き
忌
偽
O
ミ
塁
孚
ミ
婦
題
⇔
き
ミ
貸
武
ミ
肺
　
　
，
ぎ
§
）
　
と
云
う
例
が
あ
る
。
こ
の
動
詞
④
》
馨
δ
5
ω
降
。
匿
か
ら
し
て
も
ど
も
と
σ
q
憎
を
必
要
と
は
し
な
い
筈
で
あ
り
、
他
の
用
例
で
は
事
實
　
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
σ
q
憎
を
俘
つ
た
形
が
見
ら
れ
を
の
は
ま
こ
と
に
不
統
一
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
加
卍
。
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
竃
昌
α
゜
に
お
け
る
動
詞
前
綴
笹
・
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
㍉
　
ζ
昌
α
゜
に
お
け
る
動
詞
前
綴
σ
q
Φ
－
は
勺
o
吋
h
o
犀
二
く
一
①
讐
レ
σ
q
の
機
能
を
ほ
と
ん
ど
失
う
に
い
た
つ
て
い
る
。
］
≦
び
9
に
お
け
る
例
　
と
全
く
樹
稻
的
に
ζ
昌
α
゜
の
o
q
9
に
は
ω
矯
づ
宣
犀
二
ω
o
げ
な
意
味
が
ほ
ぼ
無
い
わ
け
で
、
た
だ
過
去
分
詞
を
形
成
す
る
上
で
の
形
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
噛
伊
、
、
’
、
亨
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
、
上
の
役
割
し
か
果
た
さ
な
い
。
稀
に
は
、
　
≦
β
。
け
ω
①
α
q
＆
①
の
α
q
一
σ
q
a
巴
窪
ヘ
ミ
§
°
。
暗
ミ
き
。
§
Q
ミ
＄
晦
ミ
亀
§
ぎ
§
）
　
血
o
ω
①
ロ
犀
o
ロ
山
Φ
び
Φ
巳
o
巨
σ
q
Φ
島
o
ロ
（
魁
亀
竃
§
ぎ
§
ミ
鳴
ミ
ミ
ら
ミ
恥
ミ
§
）
の
ご
と
き
例
も
あ
つ
た
と
は
云
わ
れ
る
が
、
数
は
少
い
（
な
お
ぎ
臨
巳
鉱
く
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
犀
ロ
昌
昌
①
昌
．
犀
α
づ
け
Φ
昌
．
を
件
つ
て
い
た
と
云
う
こ
と
は
前
掲
の
b
ω
゜
に
比
較
す
る
と
興
味
深
い
）
。
し
か
も
既
に
こ
の
時
代
ご
ろ
か
ら
（
英
語
で
も
O
国
齢
に
あ
る
過
去
分
詞
の
前
綴
σ
q
o
－
は
］
≦
国
゜
で
は
一
－
噂
宰
と
弱
音
化
し
は
じ
め
、
や
が
て
潰
失
し
た
と
云
わ
れ
る
が
）
過
去
分
詞
に
σ
q
Φ
－
の
付
さ
れ
る
地
域
、
　
σ
q
を
失
つ
た
o
－
を
付
す
地
域
お
よ
び
全
く
こ
の
よ
う
な
勺
搬
鑑
酵
を
付
さ
ね
地
域
に
わ
か
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
σ・
?
�
盾
ｨ
ぬ
地
域
は
奨
し
現
今
の
竃
で
は
大
部
分
が
そ
う
で
艶
・
こ
う
な
つ
た
原
因
ξ
い
て
》
．
巳
鐘
げ
は
葎
に
．
．
Φ
貯
貯
億
島
o
げ
①
同
く
O
憎
σ
q
§
。
ロ
σ
q
．
、
や
．
、
］
≦
o
q
涛
、
、
の
問
題
で
割
り
切
る
こ
と
に
不
安
の
意
を
表
し
、
卜
出
゜
O
巴
賦
o
（
彼
も
》
犀
馴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
謡
o
昌
の
霞
け
に
よ
る
α
q
マ
の
解
繹
に
從
つ
て
い
る
）
の
見
方
に
注
意
す
る
よ
う
求
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
愈
　
　
　
×
　
し
か
し
》
ω
゜
に
お
け
る
動
詞
前
綴
の
α
q
岡
－
に
》
犀
二
〇
昌
の
9
。
諄
の
問
題
を
直
ち
に
か
ら
ま
せ
る
こ
と
が
果
し
て
妥
當
で
あ
ち
う
か
。
上
に
示
し
た
多
く
の
實
例
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
》
の
゜
の
σ
q
7
は
国
幽
．
の
そ
れ
と
大
い
に
お
も
む
き
を
異
に
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
材
料
が
《
寓
①
嵩
9
”
α
》
一
書
に
限
ら
れ
て
い
る
鮎
で
結
論
を
導
き
出
す
の
に
不
充
分
な
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
（《
煬
E
β
。
ロ
畠
》
の
著
者
は
從
來
哨
巳
自
節
の
曾
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
妻
①
a
9
の
人
で
あ
る
と
す
る
読
も
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
現
今
σ
q
o
－
を
俘
う
過
去
分
詞
を
用
い
る
地
域
に
厨
す
る
）
。
そ
こ
で
む
し
ろ
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
b
の
゜
の
・
α
韓
一
－
は
》
聾
一
〇
昌
ω
鍵
け
と
關
係
の
な
い
何
か
の
理
由
で
過
去
分
詞
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
（
踏
Ω
゜
或
い
は
O
o
巨
の
文
献
の
影
　
　
　
　
動
詞
の
前
綴
α
q
o
－
（
α
q
　
，
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
三
五
九
○
’
　
　
　
　
．
動
詞
の
前
綴
σ
q
Φ
－
（
σ
q
口
，
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
三
六
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
響
P
）
。
過
去
分
詞
は
「
完
了
」
の
概
念
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
b
o
鼠
o
犀
鉱
く
で
あ
る
こ
と
が
籐
り
に
も
明
白
な
若
干
の
語
群
に
つ
い
て
は
（
そ
の
も
つ
と
も
甚
だ
し
い
例
が
犀
ロ
ヨ
9
昌
）
ぴ
q
甲
を
避
け
る
傾
向
を
同
時
に
生
じ
た
。
多
数
の
σ
q
一
－
を
件
う
Ω
霞
9
鐵
く
な
動
詞
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
σ
q
㍗
に
よ
つ
て
す
o
嬬
①
犀
鉱
く
な
機
能
を
有
す
み
よ
う
に
な
る
動
詞
に
關
し
て
は
形
式
的
な
外
面
上
の
あ
る
影
響
を
蒙
つ
た
結
果
が
そ
う
し
た
動
詞
を
生
ぜ
し
め
た
（
影
響
を
與
え
た
主
膿
に
あ
つ
て
は
σ
Q
や
に
》
吋
識
o
口
ω
簿
答
の
上
で
の
意
義
が
あ
つ
た
の
で
あ
つ
て
も
、
》
ω
゜
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
あ
く
ま
で
外
形
上
の
も
の
に
ど
ど
ま
る
、
と
考
え
る
）
。
》
ω
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
σ
q
一
・
の
意
義
の
不
明
確
さ
は
こ
う
し
た
黙
か
ら
來
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
「
あ
る
影
響
」
が
全
く
の
假
定
で
あ
る
限
り
そ
れ
は
軍
な
る
想
像
の
域
を
出
る
も
σ
で
は
決
し
て
な
い
。
（
註
）
喝
ω
　
一
」
）
巴
”
国
β
震
o
U
①
耳
ω
o
げ
①
Q
D
団
ロ
紆
×
噂
日
O
認
゜
姻
H
O
ρ
図
幽
国
．
出
Φ
ヨ
℃
Φ
ゴ
Ω
o
け
凶
ω
9
Φ
ω
田
Φ
ヨ
①
9
霞
げ
琶
置
日
O
㎝
ω
゜
口
ω
．
O
H
唱
o
Q
°
お
b
。
・
⑧
屡
ロ
ぴ
Q
㊦
・
Ω
α
訂
①
門
国
昌
ヨ
9
0
0
q
凶
ω
9
①
ω
≦
α
冨
Φ
3
β
9
α
臼
住
け
．
ω
》
旨
9
ρ
δ
q
ω
・
お
ω
・
卜
。
膳
㎝
・
ω
　
片
山
　
尚
氏
、
「
ミ
①
目
自
o
ロ
と
完
了
的
動
詞
の
關
係
」
（
「
ド
イ
ツ
文
學
」
一
六
號
一
九
頁
以
下
）
㈲
　
出
．
℃
〇
三
”
言
ず
α
゜
O
目
9
。
日
B
㌶
剛
評
曜
一
8
ω
゜
お
吻
ミ
¶
°
㈲
　
切
冨
信
昌
o
・
出
Φ
一
ヨ
“
〉
げ
α
゜
O
審
日
日
9
凶
ぎ
日
8
0
．
『
姻
◎
Q
b
⊃
ω
゜
〉
°
ド
ω
　
℃
餌
巳
鴫
一
≦
げ
P
O
け
幽
旨
9
卜
o
°
〉
°
切
．
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
》
㈹
　
《
国
兜
㌶
ロ
α
》
㊨
弓
Φ
×
け
と
し
て
は
O
°
ゆ
Φ
ゴ
p
。
『
Q
げ
o
ご
国
2
㌶
昌
山
ロ
昌
島
O
o
昌
①
臨
μ
一
〇
δ
開
及
び
ζ
。
属
Φ
賓
昌
①
”
国
包
冨
ロ
α
L
o
。
①
①
を
用
い
た
。
　
文
末
の
敷
字
は
b
d
Φ
げ
帥
ひ
Q
プ
Φ
一
本
に
よ
る
行
数
を
示
す
。
⑨
」
現
代
語
課
は
局
゜
缶
o
＃
げ
ρ
。
信
ω
o
『
》
ω
゜
≦
α
円
諾
弓
σ
8
『
一
㊤
鰹
に
よ
り
、
閃
゜
Ω
①
臥
N
日
①
村
”
国
①
嵩
p
。
昌
負
虞
ロ
畠
α
δ
ゆ
箒
o
『
ω
葺
o
評
Φ
山
o
『
O
？
」
　
ロ
＄
♂
”
≦
°
ω
鐙
”
色
”
U
①
『
国
2
剛
跨
ロ
9
H
⑩
㎝
ω
（
散
文
課
）
及
び
司
゜
国
゜
国
①
ユ
Φ
〈
①
鴨
冨
σ
q
、
刊
（
著
者
不
明
）
閏
①
嵩
自
。
ロ
倉
一
〇
ω
⑫
を
参
照
し
た
。
　
ま
た
切
き
①
一
と
の
關
連
考
讃
に
は
ω
け
ロ
耳
ひ
q
箇
誹
o
鴇
臼
9
σ
牌
欲
日
昌
ω
σ
冒
①
♂
日
0
9
Q
卜
及
び
一
部
司
゜
目
ω
o
げ
貯
ざ
ゲ
”
勾
騰
離
げ
ヨ
津
け
①
冨
洋
①
目
＝
o
ゲ
霧
∪
①
β
け
の
o
『
曽
　
μ
㊤
㎝
切
を
用
い
た
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
’
oの
ﾏ
b
d
①
げ
帥
σ
q
ゲ
Φ
ゴ
∪
δ
ω
団
暮
p
。
×
岱
Φ
ω
出
Φ
嵩
p
。
昌
α
、
一
〇
。
り
刈
゜
吻
H
G
。
9
》
°
⑪
　
拙
稿
、
「
完
了
時
構
に
お
け
る
時
稻
助
動
詞
の
選
澤
に
つ
い
て
」
（
「
學
習
院
大
學
文
學
部
年
報
」
第
二
輯
二
六
〇
頁
以
下
）
働
ド
ρ
笛
q
O
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
⑬
　
切
審
虞
ロ
o
・
国
①
一
旨
叫
゜
〉
ゴ
9
0
同
゜
㈱
Q
o
b
⊃
ω
’
　
　
ω
Φ
ゴ
僧
9
Q
げ
Φ
一
”
ω
矯
昌
冨
因
住
゜
国
o
＝
p
。
昌
傷
゜
⑳
日
o
◎
心
゜
㈲
乏
゜
≦
♂
出
日
費
巨
ω
…
∪
①
暮
ω
畠
o
O
冨
日
ヨ
p
ユ
臨
ぎ
一
〇
。
⑩
り
．
鵠
b
。
．
〉
耳
．
姻
お
ρ
角
゜
…
Q
。
°
〉
耳
゜
㈱
一
〇
評
開
゜
⑱
　
こ
の
貼
切
①
ぴ
⇔
σ
q
げ
①
ゴ
ω
《
づ
富
属
自
゜
国
2
凶
⇔
昌
9
は
き
わ
め
て
寛
容
で
あ
る
。
勺
①
臨
⑦
犀
葛
く
p
の
部
分
に
「
℃
巴
鋒
粛
o
o
ヨ
冒
o
ω
詳
国
の
多
く
」
と
規
　
定
し
て
ゆ
q
堕
の
付
さ
れ
た
例
を
あ
げ
、
若
干
の
「
例
外
」
を
H
目
も
霞
密
『
減
く
9
の
項
中
に
牧
録
し
て
い
る
に
止
ま
る
。
實
際
は
本
文
に
示
す
通
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・
⑰
　
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
ω
矯
口
＄
犀
菖
ω
o
げ
な
方
法
に
よ
る
よ
り
致
し
方
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
個
人
と
し
て
は
も
つ
と
も
好
ま
し
く
な
い
メ
ト
　
ー
デ
で
あ
つ
た
。
㈱
　
≦
出
ヨ
国
昌
昌
ω
”
U
ρ
O
H
．
ρ
．
諺
耳
゜
ゆ
日
O
Q
◎
．
．
冷
⑲
　
σ
q
δ
吋
゜
。
慧
は
女
性
輩
敷
》
犀
犀
゜
形
で
あ
り
、
何
故
そ
の
よ
う
な
形
を
と
つ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
．
ミ
鴨
Q
ミ
達
肉
§
鴨
魯
ミ
譜
．
・
の
意
と
考
え
て
　
も
よ
い
が
、
妊
娠
し
て
出
來
た
子
は
囚
ユ
ω
け
で
あ
つ
て
女
性
は
當
ら
な
い
（
暮
霧
国
口
＋
α
Q
δ
冨
ロ
四
で
あ
れ
ぱ
主
語
の
。
。
凶
o
と
關
蓮
し
て
女
性
形
　
を
と
る
こ
と
は
屡
々
あ
る
例
で
あ
る
が
）
。
⑳
》
°
ピ
国
゜
n
o
ず
二
≦
詫
9
写
凶
Φ
α
Φ
『
α
Φ
暮
ω
o
げ
①
Ω
壁
目
ヨ
四
菖
ぎ
一
り
に
曾
姻
卜
。
卜
。
ド
＜
一
゜
　
　
H
ゴ
゜
司
同
貯
o
身
の
”
∪
冨
ω
梓
①
コ
質
　
σ
q
α
①
鴇
2
凶
①
α
〇
二
笛
ロ
α
①
凶
ヨ
誤
β
臨
げ
四
蔭
α
窃
O
Φ
H
日
m
昌
凶
ω
O
げ
①
昌
．
一
り
鼠
゜
ω
゜
一
〇
。
h
°
国
国
目
e
O
O
°
動
詞
の
前
綴
ひ
Q
o
－
（
σ
q
一
，
）
に
關
す
る
メ
モ
（
早
川
）
三
六
一
r
画
う
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